
人を変え、組織を変える

日産自動車株式会社 IP顧客ビジネス開発部
日産コンサルティング

電話：045-523-5308   Eメール：info_IP@mail.nissan.co.jp

私たちの3つの想い

皆さまのお困りごとをお気軽にご相談ください
お問い合わせ

The Power Comes from inside
　答えはお客さまが持っています

●

お客さまとともに伴走し
お客さまの力を最大限引き出します

●

お客さまご自身で自律して
課題解決ができる組織づくりをお手伝いします



製造業

教育機関

農業法人

金融・保険業

物流

サービス業 医療法人

官公庁、自治体

日産自動車のノウハウを活用した支援メニューをご提供します　

中小企業から大企業までお客さまの組織に合わせて、
2011年以来延べ300社以上の支援実績があります

企業活動全般の課題解決支援

現場改善・生産性向上支援

設備信頼性向上・故障率低減支援

V-up  コンサルティング

NPW  コンサルティング

設備保全  コンサルティング

品質問題の未然防止・設計品質向上支援Quick DR コンサルティング

ご支援までの5つのステップでは、お客さまに寄り添い、
お客さまの腹落ち・納得感を大切にします

お客さまのご要望・状況に応じて、経営～現場の課題まで、
大小様々な課題解決を適切にご支援します

経営▶

現場▶

ヒアリング ▶ まずはお客さまのお困りごと、ご要望をお聞かせくださいSTEP 1

現状把握 ▶ コンサルタントが現場診断、現状把握させていただきますSTEP 2

提案 ▶ 支援内容、期間など適切なプランをご提案しますSTEP 3

契約 ▶ ご納得いただいた上で、契約を締結しますSTEP 4

コンサルティング ▶ ご支援を開始させていただきます STEP 5

● 組織横断活動の推進 ● 生産性向上 ● 予知、予防保全管理確立

● 故障率低減 ● 開発手戻り防止 ● 5S改善 ● その他

● その他

● 故障しない設備づくりの指導推進 ● 管理間接部署の業務改善 ● 在庫日数低減

● 設計品質向上



お問い合わせ

日産自動車株式会社 IP顧客ビジネス開発部　日産コンサルティング
電話：045-523-5308   Eメール：info_IP@mail.nissan.co.jp

現場改善・生産性向上支援

NPW（Nissan Production Way）は、クルマづくりで
培ったノウハウを凝縮した生産方式

NPWコンサルティング

モノの流れを視覚化し、無駄を顕在化、改善の着眼点を見つけ、部分最適ではなく、生産システムの全体最適を
狙った改善を行う

収益力、競争力の目標とありたい姿の
生産システムを明確にし現状とのGAPを
とらえて改善テーマを見出す手法

工程単独で見る

切断

出来高向上

各工程が独自の改善テーマ

組立 仕上げプレス 出荷
完成品

不良低減 出来高向上能力向上

生産指示

生産指示 生産指示

生産指示 生産指示 生産指示

生産システムとして見る

切断 プレス 組立 仕上げ

出来高向上・不良低減

全工程を対象にしためざす姿 ➡ 各工程の課題 ➡ 自工程の改善テーマ 

能力向上・サイクル短縮

出荷
完成品

現状（基点）

結
果
系

要
因
系

■あらゆる業種に対応するモノづくり理論を適用
■収益力、競争力など上位目標につながる課題設定
■解決策を共に考える指導スタイル
■最新の改善ノウハウでの「維持管理」をご提供

「4つの箱」によるありたい姿

道のり表など様々な手法を使った改善

現状の
・収益力
・競争力（QCD）

将来（目標時点）

目標とする
・収益力
・競争力（QCD）

現状の生産システム ありたい姿の
生産システム

現状の
生産システムの
良し悪しが反映

目標達成できる
生産システム

改善
テーマ

方針

特　徴



お問い合わせ

日産自動車株式会社 IP顧客ビジネス開発部　日産コンサルティング
電話：045-523-5308   Eメール：info_IP@mail.nissan.co.jp

設
備
に
強
い
人
財
育
成
S
T
E
P

事後保全から高い信頼性をもった故障しない設備づくりを目指します

設備稼働率向上

クルマづくりで得られた設備信頼性向上のノウハウで、
生産設備の高効率稼働

特　徴

設備保全コンサルティング

日産式の活動ステップと人財育成で設備稼働率向上を実現します

定期保全基準の設定

設備稼働データ取得

故障しない設備づくり

故障解析要因分析 / 保全管理レベル診断

源流へ遡る仕組み導入

　　分析手法の教育
（なぜなぜ分析、切り分け手法）

生まれの良い設備基準書

点検工数最適化
予知保全導入

■故障ゼロを目指した“生まれの良い設備づくり活動”の支援
■最適な計画保全体制の構築支援
■故障への徹底した分析教育と源流へ遡る仕組みづくりを指導・構築
■解決策を共に考える指導スタイルで人財育成も併せて行います

最適な
計画保全
体制の構築

再発防止活動
の推進

MP活動の仕組みを
共同で構築

故障に対し高度な分析
テクニックをOJT指導

故障させない予防
保全体制を構築

日産オリジナルの
保全管理診断シート

設備の標準仕様・
施工基準等の標準化活動

再発防止活動

重点設備選定と
保全方式の決定

保全管理レベル診断
による弱点分析

信頼性の高い設備づくり
が出来る能力

提供・指導内容 活動 STEP 生まれが良く
故障しない設備づくり

原因究明の深堀と再発
防止を立案できる能力

計画保全の設計能力

保全管理の
弱点を見抜く力

高信頼性CBM
システムの標準仕様化

極小の保全員で
管理する現場づくり

高信頼性のCBMを
実装できる人財育成

適切な診断ロジックと
必要データの理解
センサーやIoT知識

設備の特性に合わせた
保全方式の決定力



お問い合わせ

日産自動車株式会社 IP顧客ビジネス開発部　日産コンサルティング
電話：045-523-5308   Eメール：info_IP@mail.nissan.co.jp

対応策決定 対応策実行対応策決定問題発見 エキスパート
レビュー問題発見変更点抽出

STEP 7

レビュー対象をフォーカスし、効率的に問題を発見 “技術の学びの場”として整備し、若手の成長を促進

変更点抽出

レビュー対象をフォーカスし、効率的に問題を発見効率的に問題を発見レビュー対象をフォーカスレビュー対象をフォーカス

課題選定

STEP 1 STEP 2
基準設計
決定

STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

Phase 1 仕組みの導入 Phase 2 エンジニアの育成 Phase 3 レビューアの養成

Quick DR：品質問題の未然防止と人財育成をパッケージ化したプロセス

設計・開発段階で品質を獲得する技術

製品仕様の変更点に着目してクイックに問題を発見する
思考プロセスと人財育成まで網羅した日産独自のデザイン
レビュー（DR）手法

Quick DRコンサルティング

DRの仕組みの導入から人財育成まで一貫したサポート

■開発早期の変更点レビューにより、開発の手戻りや納期遅れを削減
■品質問題の検出力を向上し、不具合対策に要する無駄なコストを削減
■育成を重視したDRにより、若手の成長を促進
■コーチングスキルを修得したレビューアを養成し、自発的なDRカルチャーを構築

Quick DRの自律的運用に向けたコンサルティング

Quick DRを効果的に活用
できるエンジニアを育成
Quick DR入門セミナー
・基本を理解する
Quick DR実践セミナー
・実務適用時の指導力を養成する

● 社内DRの課題共有
● DR推進体制の整備
● 人財育成計画の策定

人財育成の視点でレビューが
できるレビューアを養成
DRレビューア養成セミナー
・問題を発見できる
・対策を決定できる
・人財を育成できる

特　徴

●それぞれのSTEPで使用するQuick DR 3つの標準ツール●それぞれのそれぞれのSTEPで使用するで使用するで使用するQuick●●それぞれのそれぞれのそれぞれのSTEPSTEPで使用するで使用するで使用するで使用するQuickQuick

Quick DRの自律的運用に向けたコンサルティング

新規性アセスメントシート

変更点一覧表

DRBFMワークシート

9つの変更点・変化点の視点を使って課題を選定

基準設計に対する変更点・変化点をリストアップ

変更点・変化点に起因する心配点と対応策を検討

セミナー（研修）のみの受講も可能です。（裏面参照）



日産自動車株式会社 IP顧客ビジネス開発部　日産コンサルティング
電話：045-523-5308   Eメール：info_IP@mail.nissan.co.jp

お問い合わせ

対応策決定 対応策実行対応策決定問題発見 エキスパート
レビュー問題発見変更点抽出

STEP 7
変更点抽出課題選定

STEP 1 STEP 2
基準設計
決定

STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

AM：座学
●Quick DR 導入の背景
●実施手順
●成功の秘訣
●適用事例紹介
PM：グループ演習 入門
実部品を用いた演習

■各コース1日（7.5時間）です
■現役の日産社員、経験豊富なOBが講師を務めます
■1社12名以上の方が参加される場合、開催日程や場所の個別対応が可能です

Quick DRの基本を理解し、
実務に適用できる

Quick DR の効果的な実務適用
を指導できる

質の高いレビューと人財育成
ができる

初めて学ぶ方対象

研修内容

身につく力

その他

推進を担う方

オプション：各社OJT指導

レビューアを担当する方

AM：座学
●Quick DR 実践のポイント
●基準設計選定時の注意
●機能部位の考え方
●FMEAとDRBFM
PM：グループ演習 応用
実部品を用いた演習

座学
●レビューアの役割
●必要な視点と心構え
●コーチングスキル
●レビューア心得十か条

受審者とレビューア役に分かれ
ペアワークで理解を深めます

Quick DR は、設計者の思考に沿った無駄のないDRプロセス

製品仕様の変更点に着目して効率的に品質問題を発見するQuick DRを3段階で学び、
ご自身の業務にQuick DRを適用するノウハウを習得することができます

海外拠点を含む日産グループ/サプライヤーさま向けに140社、23,000人以上の研修実績があります

～Quick DR セミナーのご案内～

■座学と実部品を用いたグループ演習により、実務適用時のコツを習得できます
■コーチングスキルを取り入れたレビューア養成セミナーにより、若手育成力が向上します
■ご要望に応じて、貴社の実部品を対象としたOJT指導にも対応します
※初めにQuick DRの効果を体感いただける入門セミナーの受講がお勧めです

セミナーの特徴

Quick DR 入門セミナー Quick DR 実践セミナー DRレビューア 養成セミナー


